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1．はじめに

　本報告では，レーザーを利用した速度測定装置

（LAVEG）を用い，一流走幅跳，

三段跳および棒高跳選手の助走速度を分析した結果

を示す．なお，これらのデータの大部分は競技会後

一週間以内にコーチと選手にフィードバックしたも

のである．

2．方法

　レーザーを利用した速度測定装置（LAVEG）を用い，

跳躍者の助走速度を測定した．分析対象試合は以下

に示す通りである．

・2004年５月３日 第20回静岡国際陸上（静岡国際）

・2004年５月５日 2004水戸国際陸上競技大会　

（水戸国際）

・2004年５月８日 国際グランプリ陸上大阪大会　

（大阪 GP）

・2004年６月４～６日 第 88 回日本陸上競技選手

権（NCH）

・2004年９月23日 2004 スーパー陸上 （SUPER）

3．分析対象選手および試合結果

　分析対象選手および試合結果について表 1に示し

た。

4．データについて

4.1　男子棒高跳選手の助走速度曲線

　図 1 ～ 4 は 2004 静岡国際，2004 大阪 GP，2004

日本選手権および 2004 スーパー陸上横浜の各競技

会における男子棒高跳選手の助走速度曲線を示した

ものである．

　澤野選手の助走速度はいずれの競技会においても

10.1 ～ 10.4m/s の範囲であり（平均，9.31 ± 0.08m/

s，n=24），アテネオリンピック優勝者のマック選手

と同程度であった（試合における分析試技 6.04m）．

また，両選手の助走速度の変化

パターンに大きな相違は見られなかった．これまで

に報告されている世界一流選手の助走速度（9.55
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表１　男女棒高跳分析試合，対象選手，競技結果および分析試技
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± 0.18m/s，競技記録 5.75-5.85m，淵本ら（1994））

と比較した場合でも，ほぼ同等の助走速度を獲得し

ている．これらのことから，助走速度曲線から見た

場合，現在の助走で 5m80 を超える跳躍が可能であ

ると考えられる．

4.2　女子棒高跳選手の助走速度曲線

　図 5～ 6は 2004 水戸国際および 2004 日本選手権

における女子棒高跳選手の助走速度曲線を示したも

のである．

　中野選手の助走速度は両試合のいずれの試技に
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表 2　男女走幅跳および三段跳分析試合，対象選手，競技結果および分析試技
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図 1　2004 静岡国際における男子棒高跳選手の助走速度曲線
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おいても 8.2 ～ 8.5m/s の範囲（最も大きい試技で

8.42m/s）であった（図 5，6）．今年度，日本記録

を樹立した近藤選手の助走速度は 8.0 ～ 8.2m/s の

範囲であり，中野選手に比べやや小さい傾向が見ら

れた（図 5，6）．世界のトップ選手であるフェオファ

ノワ選手（ロシア）の踏切 5m 前における水平速度

の報告（8.60m/s；試技記録不明；Petrov，2004）や，

女子世界記録（4.92m）と同程度の男子高校生の助

走速度と比較した場合（8.67m/s；試技記録，4.95m；

陸上競技マガジン 11 月号別冊付録，2004），中野選

手は一流選手に近い助走速度を獲得していると考え

られる．一方，近藤選手の助走速度は一流選手のも

のに比べやや小さい傾向が見られ，記録の向上を考

える上で，走能力の向上が課題の一つになると考え

られる．

4.3　女子走幅跳選手の助走速度曲線

　図 7 ～ 10 は 2004 静岡国際，2004 大阪 GP，2004

日本選手権および 2004 スーパー陸上横浜の各競技

会における女子走幅跳選手の助走速度曲線を示した
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図 2　2004 大阪 GP における男子棒高跳選手の助走速度曲線
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図 3　2004NCH における男子棒高跳選手の助走速度曲線
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ものである．

　花岡選手，池田選手の助走速度は（花岡，9.02

～ 9.28m/s；池田，9.20 ～ 9.50m/s）日本選手の中

では大きい傾向が見られた（図 7 ～ 10）．昨年度の

報告（小山ら，2004）と比較すると，池田選手はほ

ぼ同程度であったが（2003，9.19 ～ 9.51m/s），花

岡選手はやや小さい傾向が見られた（2003，9.23

～ 9.43 ｍ /s）．SUPER 陸上に出場したレベデワ選手

（アテネオリンピック優勝）と日本選手 4 名との間

には約 0.6m/s の助走速度の差が見られた（図 10）．

また，世界一流女子選手の助走速度は平均 9.6m/s

（踏切接地時）であることが報告されている（深代ら，

1994）．助走速度と跳躍距離の間には強い正の相関

関係があること（深代，1990）からも，日本選手は

記録向上のために，走能力の向上が必要であると考

えられる．

　2004SUPER 陸上に出場した外国選手 2 名は，日本

選手に比べ助走距離が短いにも関わらず助走速度は

非常に大きかった（図 10）．両選手ともに初期加速

（助走開始後約 15m）は日本選手と大きな相違は見
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図 4　2004SUPER における男子棒高跳選手の助走速度曲線
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図 5　2004 水戸国際における女子棒高跳選手の助走速度曲線
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られないが，助走中盤における速度増加が日本選手

に比べ大きかった．これらのことから，日本選手は

走能力の向上および助走中盤の走り方，また，速い

助走速度に対応する技術トレーニングが必要になる

と考えられる．

　池田選手は昨年度の報告において踏切前における

助走速度の減少が大きいことが問題点として指摘さ

れていた（小山ら，2004）．今年度においても踏切

前における助走速度の減少は他の選手に比べ大きい

傾向が見られた（図 8，9，10）．試合の動作分析に

より助走から踏切への移行動作に改善は見られてい

るが，移行動作のさらなる改善が望まれる．

　佐藤選手は他の日本選手に比べ助走距離が短く，

助走開始後の加速が大きい傾向が見られた（図 7，9，

10）．花岡選手や池田選手に比べ助走速度は約 0.2

～ 0.3m/s 小さいが，踏切前の減速が少ないため踏

切板付近の水平速度は日本選手の中でも大きい傾向

が見られた．

4.4　男子走幅跳選手の助走速度曲線
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図 6　2004NCH における女子棒高跳選手の助走速度曲線
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図 7　2004 静岡国際における女子走幅跳選手の助走速度曲線
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　図 11 は 2004 日本選手権における男子走幅跳選手

の助走速度曲線を示したものである．

　寺野選手は日本選手権においてオリンピック A

標準記録突破となる 8m20 を記録した．その 6 回目

の助走速度は全試技の中で最も大きく 10.51m/s で

あった（図 11）．また，図示していない試技におい

ても 10.31 ～ 10.43m/s と安定して大きい助走速度

を獲得していた．これまで報告されている 8m10 ～

8m42 を記録した国内・外国選手の助走速度（10.20

～ 10.58m/s；深代ら（1994））と比較した場合でも，

同程度の助走速度を獲得している（ただし，上記の

助走速度は踏切接地時）．これらのことから，寺野

選手には 8m 台での記録の安定およびさらなる記録

の向上が期待される．

　田川選手の助走速度は 10.26 ～ 10.36m/s の範囲

であり，寺野選手に比べ若干小さい傾向が見られた．

最高速度の出現地点およびその地点のばらつきを寺

野選手と比較すると，田川選手の試技間に見られる

ばらつきは大きく，さらに踏切に遠い地点でピーク

に達する傾向が見られた（田川，8.1 ± 0.7m，max-
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図 8　2004 大阪 GP における女子走幅跳選手の助走速度曲線

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

051015202530354045

�
�

�
m

/s
�

���2nd-6.67�+2.9� 9.28m/s @ 6.74m

���4th-6.63 (+1.5) 9.50m/s @ 6.63m

���1st-6.21 (+2.4) 9.15m/s @ 5.36m

���3rd-6.19 (+0.9) 8.88m/s @ 6.62m

�������� �m�

���

��

��

��

��

図 9　2004NCH における女子走幅跳選手の助走速度曲線
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min，9.2-7.5m； 寺野，6.9 ± 0.2m，7.2-6.9m）．こ

れらのことから，田川選手は走能力の向上に加え，

助走中盤から終盤にかけての走りに課題があると考

えられる．

4.5　男子三段跳選手の助走速度曲線

　図 12 ～ 14 は 2004 大阪 GP，2004 日本選手権およ

び 2004 スーパー陸上横浜における男子三段跳選手

の助走速度曲線を示したものである．

　石川選手の助走パターンは試合によって相違が見

られた（図 12，13，14）．大阪 GP では助走開始か

ら中盤まで十分に加速し，最高助走速度は 10.24m/

s と高い値を示した．また，図示していない試技の

助走速度も 10.20 ± 0.08m/s であり，安定して高い

助走速度を獲得していた．一方，日本選手権および

スーパー陸上では，助走開始後の速度増加が小さく，

踏切前まで緩やかに速度を増加させていた．また，

助走前半における速度増加が小さいために最高速度

は大阪 GP に比べ約 0.3m/s 程小さかった．これらの

特徴は図示していない試技にも見られ，特にスー
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図 10　2004SUPER における女子走幅跳選手の助走速度曲線
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図 11　2004NCH における男子走幅跳選手の助走速度曲線
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パー陸上において顕著であった．

　大阪 GP の助走速度は昨年度の報告（小山ら，

2004）にあるベル選手（自己記録，17.63m；試合時，

17.01m）と同程度であり，世界一流選手の助走速度

（世界平均 10.39m/s，阿江ら（1994））と比較した

場合でも，一流選手に近い助走速度を獲得している．

これらのことから，石川選手は 17m を超える跳躍が

可能な走能力を有すると考えられる．今後は，助走

パターンの安定が課題であろう．

　杉林選手は昨年度と助走距離はほぼ同じであった

が，助走速度は約 0.3m/s 小さかった．図示してい

ない試技においても 9.69 ± 0.14m/s であり，昨年

度に比べ小さい傾向が見られた．
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図 12　2004 大阪 GP における男子三段跳選手の助走速度曲線
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図 13　2004NCH における男子三段跳選手の助走速度曲線
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図 14　2004SUPER における男子三段跳選手の助走速度曲線


